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株主の皆さまには、平素より
格別のご高配を賜り、
厚く御礼申しあげます。
ここに、第85期 
株主通信 2021年冬号を
お届けいたします。

2021年度上期の当社グループの業績は、大幅な増収増益を達
成しました。コロナ禍における活動制限の長期化や部材不足などの
影響を受ける中でも、制御機器、電子部品、ヘルスケアの各事業が
拡大する需要を捉え、売上高3,694億円(前年同期比22.6%増)、
営業利益457億円(同85.0%増)、営業利益率12.4%(前年同期差
4.2P増)となりました。営業利益は、額・率ともに過去最高となりま
す。私たちが稼ぐ力を表す指標として最もこだわっている売上総利
益率(GP率)は、部材・物流費の高騰による影響を受ける中でも過
去最高を更新し、46.2%となりました。コロナ禍においても利益成
長力を高めることができました。
下期も好調な事業環境が継続すると見込み、通期見通しを上

方修正しました。新たな通期見通しは、売上高7,800億円、GP率
46.3%、営業利益980億円です。GP率と営業利益は過去最高、
売上高も2019年度に譲渡した車載事業を除くと過去最高となり
ます。一方、部材不足や部材・物流費の高騰による影響は継続する
と認識しており、生産能力を増強すると同時に部材確保や売価の適
正化などの対策を進めています。下期は製品供給力のさらなる強
化に取り組みながら、将来を見据えた成長投資も手を緩めることな
く実行していきます。
配当については、中間配当を前年から4円増配の46円とし、年

間配当予想を前年から8円増配の92円に引き上げました。また、
配当の増額だけでなく、新たに300億円を上限とする自己株式取
得枠を設定しました。今後も資本効率を重視した経営を継続し、株
主価値を高めてまいります。
オムロンはこれからも世の中の変化から生じる成長機会を的確に

捉え、事業を通じて社会的課題の解決に挑戦し続けることで、持続
的な企業価値向上を実現してまいります。引き続きご支援賜ります
ようお願い申しあげます。

2021年12月
代表取締役社長 CEO

オムロン株式会社

● 特別口座に関する照会
● 郵送物の発送と返戻に関する照会
● 支払期間経過後の配当金に関する照会
● その他株式事務に関する一般的な照会

● 配当金の受領方法・振込先の変更
● 届出住所・姓名などの変更
● 単元未満株式の買取・買増請求

株式に関するお問い合わせ

事　業　年　度	 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 	 毎年6月

配当金受領株主	 期末配当金　3月31日
確　　定　　日	 中間配当金　9月30日

株主名簿管理人
および特別口座	 三菱UFJ信託銀行株式会社
口座管理機関

同事務取扱場所 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
（ 郵 送 先 ）  〒137-8081　新東京郵便局私書箱第29号
（電話照会先） 0120-232-711 
 （9:00 ～ 17:00 土曜・日曜・祝日を除く）

上場証券取引所 東証第一部

証 券 コ ー ド 6645

株主メモ

口座を開設されている 
証券会社まで

お問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行
（上記）まで

お問い合わせください。

口座での受け取りに変更すると...
●手間なく、すぐに、受け取れます。
	 支払開始日にご指定の口座に自動的に振り込まれます。

●安心確実です。
	「配当金領収証」の紛失や、受け取り忘れの心配がありません。

●NISA口座では、
	「証券口座での受取」にすると配当も非課税になります。

詳細は、口座を開設されている証券会社にお問い合わせください。

「配当金領収証」で配当金をお受け取りの株主さまへ
「銀行口座・証券口座での受取」をお勧めします。
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売上高および営業利益

  第83期
2019年度

  第84期
2020年度

  第85期
2021年度
（見通し）

（億円）

営業利益売上高

  第83期
2019年度

  第84期
2020年度

  第85期
2021年度
（予想）

配当（円）

年間配当

548

6,780

625

6,555 980
7,800

8484
92

（注1）第83期の売上高、営業利益は、非継続事業（2019年10月に譲渡した 
車載事業）を除いています。

（注2）上記は、2021年10月28日決算発表時点で入手可能な情報に基づく 
将来の業績に関する見通しです。
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特　集トピック

近年、製造業の人手不足は社会的課題となっています。
加えて、新型コロナウイルス感染症の影響により、人と人が
密接して働くことが新たなリスクとして浮上しました。こうし
た中、これまで人が行っていた作業のさらなる自動化が求め
られています。そこで期待されるのが人と協調して働くロボッ
トです。協調ロボットは、安全柵がなくても人とロボットが隣
り合わせで安心して働くことができ、柔軟に複数の作業に対
応できるという特長があります。1つの生産ラインで、人と
機械がそれぞれ得意な分野を担当し協調することで、生産
性や品質を向上することが可能になります。
オムロンは、この分野で世界第2位のテックマン・ロボット

社（以下、テックマン社）と2018年に戦略的提携を行い、同
社の協調ロボットをグローバルに販売してきました。さらに
2021年10月、テックマン社への出資に合意し、これまでの
提携関係を強化します。オムロンの各種ファクトリーオート
メーション機器とテックマン社の協調ロボットをすり合わせ
た革新的なロボットソリューションを共同で開発することで、
人と機械の協調を加速し、製造現場における人手不足の解決
につなげます。

台湾「テックマン・ロボット社」との提携を強化
〜人と機械が協調するロボット技術で人手不足を解決〜

◆

オムロンは、「脳卒中や心不全などの脳・心血管疾患の発症ゼロ	
（ゼロイベント）」を循環器疾患事業のビジョンに掲げ、その実現を目
指しています。脳・心血管疾患の発症を未然に防ぐには、その主な
要因である高血圧の早期発見と早期治療により、血圧を適正にコン
トロールすることが必要です。オムロンは家庭用血圧計の1号機を
1973年に発売し、2021年に累計販売台数がグローバルで3億台
を突破しました。また、いつでもどこでも血圧測定ができる腕時計
タイプのウェアラブル血圧計や、血圧測定と同時に家庭で心電図を
記録できる心電計付き上腕式血圧計を北米で発売するなど、今ま
でにない革新的な商品を世の中に送り出しています。
さらに商品の開発に留まらず、高血圧の診断・治療をサポートす

るプログラムの開発、遠隔診療などの医療サービスの創出に取り組
んでいます。患者が家庭で計測した血圧などの生体データが医療
従事者とタイムリーに共有され、個人に合わせた診察・治療につな
がるサービスです。これにより、適切な投薬プランを提案するサー
ビスや、自宅で医師・医療スタッフに相談したり診察を受けられる環
境づくりを進めています。
遠隔診療サービスは、新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受

け、グローバルで加速しています。オムロンは、2020年9月に北米
で最も名高い病院のひとつであるニューヨークのマウントサイナイ
病院で、患者の生体データを医師とタイムリーに共有し、患者の状

態に合わせて治療を行うことができる慢性疾患向けの遠隔患者
モニタリングサービスを開始しました。国民の2人に1人が高血
圧を発症する米国では、高血圧症患者の血圧の遠隔管理が高齢
者向け公的医療保険の対象となっています。現在は複数の病院
にサービスを提供し、利用者も広がっています。また、2021年4
月からは英国でも新たなサービスを開始しました。このサービス
は、家庭で測定した血圧データを医師と共有し、患者の治療状態
に応じて3か月分の投薬プランを医師に提案するものです。医師
はこれらの情報を参考にして遠隔で薬の処方が行えるため、業務
が効率化でき、患者は通院の負担が軽減します。
オムロンでは、北米・英国に加え、シンガポール、インドですでに
遠隔診療サービスの提供を開始しており、現在、日本、オランダ、
ブラジルでも事業化に向けた準備を進めています。国ごとに異
なる医療制度やしくみに合わせて、最良のビジネスパートナーと
協力し、サービスを拡大していきます。
今後も、遠隔診療サービスを普及させることで、グローバルの

共通課題である医療費の高騰抑止、医療従事者の業務負荷軽減、
患者の通院負荷軽減などに取り組み、「ゼロイベント」を実現して
いきます。
当サービスの詳細は統合レポート2021でも紹介しています。
URLまたはQRコードからご覧ください。
https://www.omron.com/jp/ja/integrated_report/

「ゼロイベント」の実現に向けた新たなチャレンジ
～遠隔診療サービスをグローバルに展開～

家庭で測定した生体データを送信 家庭での測定データと解析結果を医師が確認

家　庭 病　院

診　察
対　面
電　話
オンライン

データ蓄積、解析

スマホアプリ、
通信機能付き測定機器など

クラウドサーバー

協調ロボットと人が共同で組立作業を行う様子


